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八宝菜

材料（4 人分）  
豚薄切り肉…………………………………………250g
酒、しょうゆ………………………………………各少々
玉 ね ぎ …………………………………………… 小 1 個
ピーマン………………………………………………2 個
ゆでたけのこ………………………………………80g
グリーンアスパラガス………………………………4 本
ベビーコーン…………………………………………4 本
うずら卵（ゆでたもの）……………………………8 個
かたくり粉の水溶き、サラダ油…………………各適量
ご ま 油、 塩 ………………………………………… 少 々
いか…………………………………………………100g
塩、こしょう、酒…………………………………各少々
にんじん……………………………………………1/2 本

スープ…………………………………1/2 カップ
塩…………………………………小さじ 1 〜 1/2

砂糖……………………………………小さじ 1/2

しょうゆ…………………………………小さじ 1
酒…………………………………………大さじ 1
うまみ調味料…………………………………少々

ゆで豚

材料（4 人分）
豚ロース ( かたまり )……………………………400g
ねぎ……………………………………………………少々
しょうが……………………………………………1 かけ
きゅうり………………………………………………2 本
ラディッシュ…………………………………………3 個

《たれ》
酢……………………………………………大さじ 2 1/2

しょうゆ…………………………………………大さじ 3 
塩………………………………………………小さじ 1/2

にんにくのみじん切…………………………小さじ 1/2

こしょう、溶きがらし、ラー油…………………各少々
ごま油……………………………………………小さじ 1

炒める

ゆでる

Ａ

作り方
玉ねぎは 1cm 幅のくし形切りにし、ピーマン、
ゆでたけのこ、にんじんは短冊切りにしグリーン
アスパラは 4 〜 5cm 長さに切ります。
いかは一口大の松笠切りにし、塩、こしょう、酒
各少々をふって下味をつけ、豚肉は一口大に切り、
酒、しょうゆ各少々で下味をつけます。
フライパンにサラダ油を多めに熱して豚肉を入れ
て火力 ｢ 強 ｣ で色が変わるまで炒め、いかを加え
て手早く炒め、野菜類は固いものから順に炒め、
火が通ったら  Ａ  をよく混ぜたものを加える。ひ
と煮立ちしたら塩味を調えて、かたくり粉の水溶
きを加えてとじ、ごま油を少々加えて香りつけを
して盛りつける。
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料理例

作り方
しょうがは包丁の腹でたたきつぶし、ねぎはぶつ
切りにする。
豚肉はかたまりのまま（形を整えたいときはタコ
糸などで軽く巻く）  1 とともになべに入れ、水を
ひたひたよりやや多めに加えて火力「強」で煮立
てる、煮たったら火力を「4」に弱めて 25 〜
30 分間ほどゆで、汁につけたままさます。
つけ合わせ用のラディッシュは薄い輪切りにきゅ
うりは縦薄切りにしてそれぞれ冷水に放し、パリ
っとさせて水をきる。
たれの材料をよく混ぜ合わせておく。
肉がさめたら食べやすく薄切りにして  3  の野菜
と盛り付け、  4  のたれを添える。

1

3
4
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焼く
牛肉のペッパーステーキ

材料（4 人分）
牛肉（厚さ 2cm、1 枚 150g のもの）…………4 枚 
粒こしょう（黒）………………………………大さじ 3
バター……………………………………………大さじ 3
塩………………………………………………………少々

《ソース》
白ワイン…………………………………………大さじ 2
生クリーム………………………………………………1
トマトケチャップ………………………………大さじ 4
しょうゆ…………………………………………大さじ 2
ウスターソース…………………………………大さじ 1
クレソン、フライドポテト………………………各適宜

1

2
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煮る
大根と豚肉の煮込みスープ

材料（4 〜 5 人分）
豚バラ肉（薄切り）………………………………150g
大根…………………………………………………400g 
ね ぎ …………………………………………………20g
しょうが……………………………………………1 かけ
ほうれん草………………………………………1/3 たば
塩………………………………………………………少々
水…………………………………………………6 カップ
塩 …………………………………………… 大 さ じ 1 弱
酒…………………………………………………大さじ 2
こしょう、うまみ調味料…………………………各少々

1

2

3

4

作り方
牛肉は焼き縮みを防ぐために筋切りをし、肉たた
きでたたいて形を整えておく。
粒こしょうはガーゼに包んで肉たたきなどでたた
いてつぶす。
牛肉の片面に塩を振り 2 のこしょうをつけてバタ
ーを溶かしたフライパンに調味料をつけた面から
入れ、最初は火力 ｢ 強 ｣ で焼いて焦げ色がついた
ら火力を「3」〜「4」に弱めてしばらく焼き、上
の面に塩、粒こしょうをして裏返し、火力を「強」
にして焼き色をつける。
フライパンにソースの材料を入れて火力「4」で
ひと煮たちさせて 3 の肉を戻し入れ、ソースを肉
にからめて温めた皿に盛りつけ、クレソン、フラ
イドポテトを添えて残りのソースをかける。

作り方
豚肉は 5cm 幅に切り、大根は短冊切りにし、ね
ぎとしょうがは、包丁の腹でたたきつぶす。
深なべに 1 と水を入れて火力「強」で煮立てる、
煮たったら浮いてくるあくを丁寧に取り、火力を

「2」〜「3」に弱めて 1 時間ほど煮る。
ほうれん草は塩少々を入れた熱湯で固めにゆでて
水にとり、水けをしぼって長めに切る。
大根と豚肉が柔らかく煮えたらしょうがとねぎを
取り出し、塩、酒、こしょう、化学調味料で調味
して 3 のほうれん草を散らして盛りつける。

2

3

1
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お手入れのしかた

受け皿のはずしかた

ロースター扉

受け皿を支えながら扉の押えバネを押す

受け皿を矢印の方向に動かして、受け皿の左右の
ツメを外す

※取り付けるときは、ツメを扉の角穴に差し込
み、押えバネが確実にはまっているかを確認し
てください。

受け皿

焼き網

押えバネ
（下方向に引きながら外す）

ロースター扉

●本体からはずし、食器用
洗剤とスポンジで洗う。
●排気口にほこりがたまっ
ている場合は、掃除機な
どで吸いとってくださ
い。ほこりがついたまま
で使うと、故障の原因に
なります。

お手入れの際のご注意

排気カバー

乾いたやわらかい布でふき
取る。

操作部

●固く絞ったふきんでふき
とる。
●取りにくい汚れは台所用
のクリームクレンザーな
どをラップを丸めたもの
につけてこすり落し、ぬ
れぶきんでふき取る。
※強くこすり過ぎないよう
に、ご注意ください。
※トッププレート以外は
磨き粉を使わないでく
ださい。

トッププレート

食器用洗剤と、スポンジで
洗う。
●ロースター扉からはずし
て洗ってください。
●ロースター扉はナイロン
たわしの固い方の面でこ
すらないでください。

ロースター
（焼き網・受け皿）

●電源スイッチを切り、冷えてから
●ご使用のたびに
汚れたまま使うと、変色・こびりつきの原因になります。

●台所用洗剤（中性）を使う
たわし・ベンジン・シンナーを使わないでください。

酸性・アルカリ性の強い洗剤（漂白剤・住宅用合成洗
剤など）は使わないでください。（変色します）

●使用されるなべの汚れも取り除く
トッププレートに焼きついてトッププレートの汚れの
原因になります。

※お手入れの後必ず電源が「切」になっていることをご確認ください。
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こんなときは（修理を依頼される前に）

※右ヒーター用火力調節つまみを押し込めると、エラー表示が解除されます。点検箇所を確認して直しても同じエラー表示が出ましたら、お買
い上げの販売店または当社にご相談ください。

●故障かな？と思われるときは、修理を依頼される前に、下記に従ってご確認ください。
●�お調べになってもなお異常がある場合は、使用を中止し、必ずブレーカーを「切」にして、お買い上げの販売店にご連絡ください。
●製品を取り外してご自分で修理されることは、危険ですから絶対にしないでください。

こんなとき   点検箇所 直しかた

ヒーターが入らない ●ブレーカーが切れていませんか。
●電源スイッチが「切」になっていませんか。
●チャイルドロックランプが点灯していませんか。

●ブレーカーを入れる。
●電源スイッチを入れる。
●チャイルドロックキーを 3 秒以上押し、

ロックを解除してください。
→ P.7 参照

ヒーター部での調理に時間がかか
る
調理のできあがりが遅い

●なべ底の変形や異物の付着はありませんか。
●ヒーターに適したなべを使いましたか。

●適しているなべを使用する。
　→ P.10 参照

ヒーターが周期的に切れたり
ついたりする

●トッププレートの温度の上がりすぎを防ぐため
です。

●中央ヒーターは、周期的に「入・切」して火力を
調節しています。

●異常ではありません。
　そのままお使いください。

調理中、ブザーが鳴り、火力表示
ランプ「弱」が点滅してヒーター
が切れる

●約 1 時間以上連続で通電していませんか。
（ロースターは 25 分）
　→ P.7 参照

●異常ではありません。
●一度火力調節つまみを押し込めてから

もう一度ヒーターを入れてください。

調理中、ブザーが鳴り、ロースタ
ーが切れる

エラー表示が出る

●ロースターの受け皿に水を入れましたか。
●連続して焼くときに、一度通電を切らずに焼くと

停止することがあります。
●本機の下にオーブンを組み込んだ場合、停止する

ことがあります。

●ロースターの受け皿に水を入れる。
●一度通電を切って受け皿に水を追加し

て焼いてください。

ロースター火力表示の弱・中
が点滅

ロースター火力表示の弱・中・
強が点滅

●調理物の発火などにより、ロースター庫内が異常
温度になっています。

●一度火力調節つまみを押し込め、十分
に冷ましてからもう一度ヒーターを入
れてください。

●調理物が発火した場合は通電をやめて、
調理物の火が消えるまではロースター
の扉を開けないでください。→ P.5

以下のようなエラー表示が出
る
E03、E04、E05、E06

●温度センサーの故障です。 ●電源とブレーカーを「切」にして、お
買い上げの販売店にご相談ください。

ヒーターやロースターを使ったと
き、煙や臭いが出る

●部品には油が付着している場合があります。初め
てヒーターやロースターを使うと、その油が焼け
て出る場合があります。

●異常ではありません。
　そのままお使いください。

ブザーが鳴り右ヒーターが切れ、
エラー表示が出る

●底の平面ななべを使いましたか。
●油の量が少なすぎませんか。

●底の平面ななべを使用してください。
●油を 800g 以上入れて使用してくだ

さい。

揚げ物調理のとき

E02

揚げ物調理以外のとき ●なべの空焚きをしていませんか。
●ヒーターに適したなべを使いましたか。

●空焚きや、大きすぎるなべ、なべ底が凹形になっ
ているものを使用した場合、トッププレートの温
度が上がりすぎ、ヒーターが自動的に切れます。

●空焚きはしないでください。
●適しているなべを使用してください。
　→ P.10 参照
●一度火力調節つまみを押し込め、ヒー

ターの温度が下がってから、もう一度
ヒーターを入れてください。

E02

上記の内容を確かめても次
のようなエラー表示が出る

●温度センサーの故障です。 ●電源とブレーカーを「切」にして、お
買い上げの販売店にご相談ください。E01、E02
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●この商品を安全に正しく設置していただくために、取付・設置の前にこの説明書をよくお読みになり、この取付・設置に
したがって確実に行なってください。

●取付・設置完了後、試運転を行ない異常がないことを確認するとともに、取扱説明書にそってお客様に使用方法、お手
入れのしかたを説明してください。

●この取扱説明書は取付・設置完了後、お客様にお渡しし、お客様で保管いただくように依頼してください。

　警告

取付・設置説明

　注意

お願い

電気配線工事は、必ず電気工
事登録業者に依頼する
ご自分で配線工事をされ不備があると、
漏電や火災の原因になります。

定格30A（200V用）のコンセ
ントを専用回路で併せて漏電
しゃ断器を設置する
この工事をしないと、配線部が異常発熱
し発火することがあります。

必ず守る

必ず守る

取付・設置は「取付・設置説明
書」に従って確実に行う
設置に不備があると、漏電・火災・けがな
どの原因となります。 必ず守る

絶対に分解、修理、改造は行
なわない
発火、異常動作してけがをすることがあ
ります。

設置は火災予防条例に基づいて、
可燃物との離隔距離を必ず守る
距離が近いと、火災の原因になります。

分解禁止
必ず守る

プラグの刃および刃の取付面に、ほこりが
付着していないことを確認し、ガタのない
よう根元まで確実に差し込む
ほこりが付着したり、接続が不完全な場
合、感電や火災の原因になります。

アース工事は、電気設備技術基準等関連
する法令、規制等に従って必ず

「法的有資格者」によるD種接地
工事を行なう
漏電時に感電のおそれがあります。 アース線接続

トッププレートに衝撃を加えない
ひびが入ったり過熱、感電などの原因にな
りますので、上に乗ったり、物を落とした
りしないでください。

試運転中、トッププレートや排
気口などの高温部に触れない
やけどのおそれがあります。

ワークトップの材料は、耐熱材料のものを使う
熱硬化樹脂化粧板（JIS K 6903）または、これと同等以上のもの。耐熱性の低い材料を使用すると、
変形･火災の原因になります。
※ニス引きのものは変色する為、使わないでください。

禁止

製品の金属部がシステムキッチンの金属部と接触する場合は、建造物の壁中の金属
（メタルラスなど）とシステムキッチンの金属部と接触しないようにするか、または
製品の金属部がシステムキッチンの金属部に接触しないように取り付けてください。

電源コードを傷つけたり、プラグを外し
て直結しない
電源コードが破損した場合、コードの交
換は危険を防止するために、製造業者若
しくはその代理店または同等の有資格者
によって行わなければならない
漏電やショートにつながることがあり、
感電や発火の原因になります。

禁止 必ず守る

禁止

必ず守る
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防熱板を使用したときの離隔距離

設置場所の確認3
火災予防条例、電気設備技術基準第 59 条にしたがって設置してください。
●器具の大きさに合った、水平な台の上に設置してください。

■周囲が可燃性の壁の場合
●右図の通り側面と背面の壁を加熱面の外周から離

してください。
●器具の上方の天井、吊り戸棚などの可燃性の部分

との間は 100cm 以上離してください。
●器具の前面は 60cm 以上離してください。

［消防法　基準適合“組込形”］

■�可燃性の壁から上記の距離を離せない場
合は、防熱板を取り付ける。

●�不燃材料でできている防熱板を下図の要領で取り
付けてください。
なお、防熱板と壁の間には 1cm 以上の空間を設
けてください。

可燃性の壁

15cm
以上

100cm以上

可燃性の天井等

20cm
以上

15cm以上

可燃性の壁 可燃性の壁

可燃性の部分

可
燃
性

の
部
分

防熱板
15cm以上

1cm以上

3
0
cm
以
上

8
0
cm
以
上

15cm以上

1
cm
以
上

防熱板 1cm以上

3
0
cm
以
上

可
燃
性
の
部
分 1

cm
以
上

設置についてのお願い4
システムキッチンの材料

●�クッキングヒーターは、電気用品安全法の技術基準で定められている平常温度上昇試験における各部の温度
が 95℃、異常温度上昇試験における各部の温度が 145℃になるものと想定し、システムキッチンのクッキ
ングヒーター近傍の材料は、145℃の熱に耐えるものを使用してください。

　また、ワークトップに使用する接着剤なども耐熱性のあるものを使用してください。
●ワークトップは、充分な強度を持ち平らなものを使用してください。
●ステンレスなどの薄板を使用する場合は、裏打ちなどで補強してください。
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■電源工事や接地工事は「電気設備技術基準」ならびに「内線規定」に準じてください。
■電源は 30A 専用回路（ブレーカ付）を設けてください。
万一のときの安全のために、漏電しゃ断器の設置をお願いいたします。
■屋内配線用電線は、線径φ 2.6mm のものを使ってください。
■電源コンセント : 埋込コンセント……単相 3 線式定格 250V30A（一極接地用）
●�電源コンセント取付位置は、　 の「システムキッチンとの関係寸法図」を参照してください。
●電源コードの直付は絶対にしないでください。
■アース工事を必ず行なってください。（D 種接地工事）
　●上記コンセントの一極接地用に配線してください。

《ご注意》

アース線はガス管や水道管、電話線用のアース線には絶対に接続しないでください。

電気工事は、必ず電気工事士の免許をお持ちの方に行なっていただきますようお願い
します。

推奨コンセント形番
東芝ライテック：DC2582E
パ ナ ソ ニ ッ ク：WF3630B

電気工事および接地工事5

設置の前に6

2

■包装を開梱し、付属品
を確認する

●テープおよびロースター部
の包装材を取り除いてくだ
さい。

■ロースター扉と受皿を取外す
ロースター扉の取っ手を持って引き出します。

1個

サイドモール ロースター焼き網

吸排気カバー アッパーモール

1 個

2 個 1 個
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1. 電源プラグを差し込む
ワークトップを傷つけないよう、段ボー
ル等を敷いてからおこなってください。

2. ワークトップに本体の前面を挿
入してから全体をはめ込む

●はめ込み時は、前面のスイッチや前板をワ
ークトップに当てないでください。

スイッチの破損や前板に傷が付く原因
になります。

●トッププレート下面とワークトップのすき
間が、前後左右で均一であることを確認し
てください。

本体挿入時に、電源コードが本体底面
とキャビネットの間に挟まると、本体
が浮いてすき間がバラつきます。

電源プラグ

段ボール板

本体前面

※膨らみに乗り上げないよう
　フラット部にセットして
　ください。

壁

　面

電源プラグ

段ボール板

本体前面

※膨らみに乗り上げないよう
　フラット部にセットして
　ください。

壁

　面（ ）

（ ）

3. サイドモールを取り付け、本体
の位置を調整する。

①前面側面の差し込み部にサイドモールを取
り付ける

②サイドモールとキャビネットの左右側面と
のすき間が均一になるように、本体の位置
を調整する。

③キャビネットの扉面に本体の前面が合うよ
うに、本体の位置を調整する。

差し込み口

サイドモール
※外側に少し開くようにすると、
　着脱しやすくなります。

設置方法7
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設置完了後8
付属品およびロースター扉、受皿、焼
網の取り付け
①吸排気カバー、アッパーモールを取り付ける。

アッパーモールは、奥行の長い面を下にして
はめ込みます。

②ロースター扉、受皿、焼網を取り付ける。

③取扱説明書（取付・設置説明付）は必ずお客様
にお渡しください。

切欠き部
60

100
以上

7
0
以
上

ワークトップ

背板

ワークトップ

後固定金具

ワークトップ
落とし込み穴（460）

背板※40mm以下の場合は
　背板切欠き

切欠き
70mm以上

アッパーモール

吸排気カバー

山路を登りながら断面図
奥行きの長い面を下に
してはめ込みます。

切欠き部
60

100
以上

7
0
以
上

ワークトップ

背板

ワークトップ

後固定金具

ワークトップ
落とし込み穴（460）

背板※40mm以下の場合は
　背板切欠き

切欠き
70mm以上

アッパーモール

吸排気カバー

山路を登りながら

4.後固定金具を固定する
①固定ねじを 2 回転ほどゆるめドライバーの

先を使って固定金具を後方に出す。
※ワークトップの厚みによって左右の金具を

選択します。
※固定ねじをゆるめすぎないでください。 

ねじがはずれます。
②固定ねじを締め付けて、ワークトップをは

さみこむ。

キャビネット
器具本体

前固定金具

固定ねじ

差し込み口

サイドモール
※外側に少し開くようにすると、
　着脱しやすくなります。

排気口

後固定金具
ワークトップ厚さ
15～25用

この穴にドライバーの先をいれて
金具を後ろにずらします。

後固定金具
ワークトップ厚さ
25～40用

穴　a

穴　b

前固定金具

穴　a

穴　b

●背板位置がワーク
トップ落し込み穴
か ら 40mm 以 下
の場合は、後固定
金具が通るよう背
板に切り欠きを設
けてください。

切欠き部
60

100
以上

7
0
以
上

ワークトップ

背板

ワークトップ

後固定金具

ワークトップ
落とし込み穴（460）

背板※40mm以下の場合は
　背板切欠き

切欠き
70mm以上

アッパーモール

吸排気カバー

山路を登りながら

キャビネットの後方に背板がある場合
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取付・設置完了後の確認9

電気試験終了後は必ずつまみを押し込み電源スイッチを切ってください。

〈注意〉
通電しますとヒーターや本体各部が熱くなりますので完全に冷えるまで手を触れないでください。

・取扱説明書（取付・設置説明付）は必ずお客様に渡してください。

設置終了後、次の手順で確認し、チェック欄に○印をしてください。

確　認　項　目 チェック

包装材料の
取り外し

付属部品など
の取り付け

外　　観

電気試験

ロースター扉・吸排気カバーのテープの取りはずし。

ロースター内のテープ・紙当の取りはずし。

吸排気カバー・サイドモール・アッパーモール・ロースター扉・焼網

前パネル・トッププレートが汚れていないか確認する。

1 電源電圧が単相 200V であることを確認する。

2 電源スイッチを入れる。
電源ランプが点灯する。

3 各ヒーターの動作をチェックする。

①左右ヒーター
操作パネルのつまみを押してその後時計方向に回す。
・約 3 〜 5 秒でヒーターが赤く光ることを確認する。

②中央ヒーター
操作パネルのつまみを押してその後時計方向に回す。
・約 3 〜 5 秒でヒーターが赤く光ることを確認する。

③ロースター
操作パネルのロースターキーを押した後、つまみを押してその後時計方向に回す。
※中央ヒーターとロースターは同時に使用できません。
・約 1 分でロースターの中が熱くなることを確認する。

確　　認 年　　　月　　　日 確認者 　　　　　　　　　　　　　　　　印
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仕 様

保証とアフターサービス

保証書について
必ず、お買い求め先からお買い上げ日・お買い求め先名などの記入をお確かめのうえ受け取り、よくお読みの
あと保管してください。

ご連絡していただきたい内容

修理を依頼されるときは
ご使用中に異常が生じたときは、「修理を依頼されるまえに」に従ってご確認いただき、なお異常のあるときは、お使
いになるのをやめ、専用回路のブレーカーを「切」にし、お買い上げの販売店にご連絡ください。

●保証期間中は
保証書の規定にしたがって、出張修理さ
せていただきます。

●保証期間が過ぎているときは
修理すれば使用できる場合にご希望によ
り有料で修理させていただきます。
ただし、補修用性能部品の最低保有期間
は、製造打ち切り後5年です。
注） 補修用性能部品とは、その製品の機

能を維持するために必要な部品です。

●修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上げの販売店または、当社にご相談ください。
●転居や贈答品などでお買い上げの販売店に修理が依頼できない場合は、当社にご相談ください。
●一般家庭用以外（たとえば業務用など）にお使いになったときの故障は、保証期間中でも原則として有料修理

となります。

ご不明な点や修理に関するご相談は

品 名
形 名

お 買 上 げ 日
故 障 の 状 況

ご 住 所

お 名 前
電 話 番 号
訪 問 希 望 日

クッキングヒーター

SRH-BR236AG

年　　　月　　　日
できるだけ具体的に

付近の目印なども合わせてお知らせ
ください。

形 名 SRH-BR236AG
定 格 単相 200V-4535W
大 き さ W596 × D546 × H234mm
重 さ 約 16kg

ヒ ー タ ー
（左） 消費電力：直径 210mm　2300W　火力調節：115 〜 2300W　13 段階調節

（中央） 消費電力：直径 140mm　1200W　火力調節：400 〜 1200W　3 段階調節
（右） 消費電力：直径 175mm　1800W　火力調節：90 〜 1800W　13 段階調節

ロ ー ス タ ー
内　 寸（ 約 ） W236 × D330 × H128mm
消 費 電 力 1200W
火 力 調 節 600 〜 1200W　3 段階調節

ヒ ー タ ー の 切 り 替 え
中央ヒーターとロースターの切替え

3 ヒーターを同時使用の場合は、左ヒーターの出力が 1535W になります。
コ ー ド 3.5mm2　3 芯　ゴムキャブタイヤケーブル　長さ 0.68m
差 込 プ ラ グ 2 極・接地極付　30A･250V

安 全 機 能
切り忘れ防止 ヒーター：約 60 分で自動 OFF　　ロースター：約 25 分で自動 OFF
高 温 注 意 トッププレートが高温の間ランプが点灯
チャイルドロック ロック時は解除するまで通電操作不能

付 加 機 能
温 度 調 節 140 〜 200℃　7 段階調節（右ヒーター）
調理タイマー 左ヒーター、右ヒーターまたはロースター（1 ヒーター選択式）



　　　　　　　　　

無 料 修 理 保 証 書
本書は、保証期間内に取扱説明書、本体ラベル等の注意書き
にしたがった正常な使用状態で故障した場合に、下記記載内
容にもとづき、お買い上げ販売店が無料修理を行なうことを、
お約束するものです。
お買い上げの日から左記の期間内に故障した場合は、お買い
上げの販売店に出張修理をご依頼のうえ、本書をご提示くだ
さい。

本書は日本国内においてのみ有効です。Effective only in Japan

本社 〒102－0072
東京都千代田区飯田橋3丁目3番12号  石原ビル

 TEL. 03（3239）1819　FAX. 03（3234）2532 

品　名

本体： 1　 年

※ 形式

保証期間

クッキングヒーター

※

※

お  客  様

お買い上げ日 　　　　 年　　　　 月　　　　 日

ご芳名

ご住所〒

TEL.

様

※印欄に記入のない場合は無効となりますから必ずご
確認ください。

※
販
売
店

住所・店名

TEL.

１ .保証期間内でも次のような場合には有料修理となり
ます。

(イ) 使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障
および損傷。

(ロ) 犬、猫、鳥、鼠などの小動物や昆虫などの行為により
故障・損傷した場合。

(ハ) お買い上げ後の取付場所の移動、落下等による故障
および損傷。

(ニ) 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害
や異常電圧による故障および損傷ならびに自然損耗。

(ホ) 指定外電圧の使用による故障および損傷。
(ヘ) 一般家庭用以外（たとえば業務用の長時間使用、車両、
船舶への搭載）に使用された場合の故障および損傷。

(ト) 本書のご提示がない場合。
(チ) 本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記
入のない場合あるいは字句を書き換えられた場合。

(リ) 故障の原因が本機以外にある場合で改善を要するとき。
２ .離島または離島に準ずる遠隔地への出張修理を行っ
た場合には、出張に要する実費を申し受けます。

３ .ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談
ください。

４ .保証書は再発行いたしませんので紛失しないよう大
切に保存してください。

● この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにお
いて無料修理をお約束するものです。

● この保証書は当該製品単体の保証を意味し、製品の故障
や不具合により誘発される全ての保証（営業損失、運賃、
諸経費等）は、保証対象に含みません。

● この保証書によって、保証書を発行している者（保
証責任者）、およびそれ以外の事業者に対するお客
様の法律上の権利を制限するものではありません。
お客様にご記入いただいた保証書の控えは、保障期
間内のサービスおよびその後の安全点検活動のため
に記載内容を利用させていただく場合がございます
ので、ご了承ください。

● 保障期間後の修理等についてご不明の場合は、お買
い上げの販売店にお問い合わせてください。

SRH-BR236AG

お客様へ…おぼえのために、ご購入年月日、ご購入店名を記入され
ると便利です。

ご購入年月日

TEL

ご 購 入 店 名 

年　　　月　　　日

2507. Ⅰ 054600.Y 187

〒102-0072   東京都千代田区飯田橋3丁目3番12号 石原ビル
TEL.03-3239-1819 （代）　FAX.03-3234-2532

  ●長年ご使用の IH クッキングヒーターの点検をぜひ！

このような
症状は
ありませんか。

● 本体が異常に熱い。

● コードや差し込みプラグが 

　異常に熱い。

● こげくさいにおいがする。

● その他の異常・故障がある。

ご使用
中　止

故障や事故防止の

ため、電源スイッ

チとブレーカーを

切って、販売店に

ご連絡を…。

愛情点検


